
様式第２号（第４条関係） ● ４段階評価結果 Ａ ： 上位目的である施策に貢献しているので継続する
Ｂ ： 事務事業の実施手法や環境（予算的・人的）に改善が必要

Ｃ ： 縮小等、事務事業としての見直しが必要

Ｄ ： 事務事業の廃止が相当

１■事務事業の概要

　 部
課

又は施設

②項

対象と
対象の数

２■事務事業実施の状況

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

活動実績
ａ（単位)
直接事業費
ｂ（千円）
人件費
ｃ（千円）
合計コスト
ｄ(ｂ＋ｃ)
（千円）

単位コスト
ｄ／ａ
（千円）

後期目標値
に対する達
成度（％）

３■事務事業の自己評価結果

単年度
担当課評価

ＢＡ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

　平成２２年度 　平成２３年度 　平成２４年度

Ａ

　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

100 103 80

３－1　評価結果
(アウトカム自己分
析）

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度 　平成２１年度

57

２－４成果指標に
対応する実績と達
成度の推移

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度

98.2 100 100 100 100

　平成２６年度 　平成２７年度

指標対応実
績（公園)

56 57 57 57 59 48

　平成２１年度 　平成２２年度

57

1公園当たり　56 1公園当たり　56 　1公園当たり 1,488

　平成２３年度 　平成２４年度 　平成２５年度

アウトプット実績（活動数値）の補足説明 　直接事業費は各行政区と契約している公園管理委託の契約金額の合計である。人件費は係総事業費(3人分)の4割の内5％とした。
　平成２４年度から各行政区への公園管理委託費が地域一括交付金の中で支払われる扱いとなったため、その公園部分の額の合計である。
  平成２５年度以降は、地域一括交付金と委託費の和で公園にかかる維持管理費を計上する。また、人件費は、係長以下（３人分）の３割とした。

２－３成果指標に
係る活動実績とコ
ストの推移（アウ
トプット分析）

　平成１８年度 　平成１９年度

3,217 3,327 89,319

1公園当たり　58 1公園当たり　57 1公園当たり　57 1公園当たり　57 1公園当たり　57 当たり 当たり

368 358 7,113

3,261 3,293 3,290 3,280 3,269

2,849 2,969 82,206

402 400 397 387 376

57(公園) 59(公園) 60(公園)

2,859 2,893 2,893 2,893 2,893

　平成２３年度 　平成２４年度 　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

56(公園) 57(公園) 57(公園) 57(公園) 57(公園)

　平成２０年度 　平成２１年度 　平成２２年度

２－２総合計画に
おける単位施策成
果指標

事務事業成果指標名 前期目標値(公園) 後期目標値(公園) 指標の説明

　公園・緑地美化意識の醸成実施公園数(公園) 57(公園) ６０(公園)
以前までは行政区へ清掃作業等をお願いしていた公園を目標値としていた。平成２５年度からは、市内６０公園において、破
損が無く誰もからも美しく維持管理されいる公園を目標値とした。

　一部公園においては継続的に汚される状況があったが、地元役員による協力や回覧による啓発の効果により改善された。

　公園内で器物破損が多く発生し、警察に被害届を提出したり、行政区に回覧等で公園被害について市民に周知していただくよう要請した。

　公園の維持管理について、区長と会議を実施すると共に、アンケートを行った。

２－１事務事業の
実施における基本
認識

事務事業実施にあたって心がけた改善の取組み 社会状況等の事務事業がおかれる環境把握 市民ニーズの認識

1 2 2 2 2

１－４事務事業の
目的の精査

市民
意図（対象を事務事業によっ
てどのような状態にするの
か）

　市民に地区の公園・緑地に愛着を持ち美化を意識をさせる。

１－５事務事業の
内容

　各行政区に公園の広場の草刈やごみ拾い等の維持管理をお願いし、町内会等で共同清掃作業を実施し、その中で公園・緑地への美化意識を養っていく。

　⑤単位施策(小） 　公園・緑地美化意識の醸成 コード

コード 1 2 2

「安全・安心で、うるおいのあるまちづくり」 　④単位施策(中） 　維持管理 コード  1 2 2 2

都市施設係 評価票作成者 公園緑地担当係長　後藤明紀

１－３総合計画に
おける施策の体系

①節
生活環境 　③基本施策 　公園・緑地

水と緑の環境づくり

１－１事務事業の
名称

公園・緑地美化意識の醸成事業

１－２担当 経済建設部 都市計画課 係



４■新規事業

５■事務事業の総合評価結果

６■次年度事業への反映

市

現状・課題

課題に対する改善策

事務事業の目的達成のためにできる新たな取組み
（可能な限り協働の視点重視）

　行政区ごとに話合いを実施し、現状にあった方法を見出していくことが必要

なし

その他 　アダプト登録者による公園清掃が行われる。

協働者となり得る主体・協働し担う役割

（　アダプト　　　　　）

事務事業の方向性
内容 Ｂ 改善 　区、町内会等が独自に実施している清掃作業等を把握し、管理運営の委託を検討する。また、近隣市町の指定管理等の実施状況を調査する。

なし

なし

他団体等と協働し行った事業内容・
各々が担った役割

事業実施における課題

事業実施により効果があったこと 　区長と会議を実施したことにより、各区の公園に対する意識の違いに温度差があること分かる

市
　５７公園、１広場、２緑地（二村山緑地、南舘緑地）を７分割して、業者委託する。
　都市施設（トイレ清掃、遊具保守点検、砂場清掃等）を業務委託する。

区・町内会 　年２回以上の清掃作業及び除草作業を行う。

　行政区により公園数や美化意識が違うため、一律的にことが進まない

他団体等との協働の有無・協働主体３－２

Ｂ

結果

　区・町内会との役割分担の拡大や管理運営における提案型の委託、指定管理など、市民が主体的となった維持管理方法を検討すること。平成25年度
総合評価の結果

審査会による改善方向の指示

新規事業

市民（個人・家庭） ＮＰＯ・市民団体 区・町内会 企業・農協・商工会 学校 国・県・市町 その他 なし


